
 

 

 

 
スマートフォン等についてのアンケート結果 

先週実施した「スマートフォン等についてのアンケート」の登別中学校の結果から、気になる部分を

抜粋して、以下に分析と共に載せています。 

結果を見ると昨年度から引き続いての傾向で、本校では「長時間使用」「夜遅くまでの使用」「フィ

ルタリング・ルールの未設定」という部分に課題が見受けられます。この結果を受け、家族間で話し合

い、フィルタリングの設定や使用時間等のメディアに関するルールの作成にご協力をお願いします。 

今後本校でも、メディアとの付き合い方を考えていくため、メディア使用に関する取組を行うことを対

策として考えています。これについても実施の際にはぜひ、ご家族の皆様のご協力をお願いします。 

 

＜アンケート結果から＞ 

  

 

 

 

登別市の「ケータイ・スマホ3つのルール」で

は中学生のメディア使用時間は2時間までとなっ

ていますが、使用時間に関しては、２時間以上使

用が平日で「約４０％」（休日で「約７５％」）と

なっており、使用時間が年々長時間化している

実態があります。 
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また、使用する時刻については登別市の「ケ

ータイ・スマホ3つのルール」では午後9時までと

なっていますが、平日の午後9時以降使用者で

「約９０％」となっており、夜遅い時間帯での使

用が多いことがうかがえます。 

午後１１時以降の使用者も「約１８％」（休日

で「約３５％」）と深夜帯での使用も目立ってい

ます。 

 

 

それに伴って、生活リズムが崩れていると感じ

ている生徒は「いつも思う」「ときどき思う」を合

わせて「約５５％」と、半数近くの生徒がメディア

利用によって、寝不足等の影響を受け、生活リズ

ムが崩れていると感じているようです。 

 



 

 

 

「約７５％」の生徒が「スマートフォン等を使用

することによって勉強がおろそかになっているこ

とがある」と思うことがあるようです。家庭でのル

ールを守っている中での実感かと思いますが、テ

スト前など特に学習に力を入れる時期には、保

護者と生徒で相談の上、使用の仕方を検討する

ことが必要かもしれません。 

 

 

フィルタリングサービス（有害なウェブサイトへ

のアクセスを制限したり、有害なコンテンツの閲

覧を制限したりするサービス）の利用については

「利用していない」「わからない」あわせて「約７

０％」と、多くのご家庭でフィルタリングを使用し

ていない、もしくは生徒がわからない状態となっ

ていました。この機会に確認していただければ幸

いです。 

 

 

スマホでのトラブルについては、やり取りが原

因となって友達同士のトラブルを経験した生徒

は「23.3％」と4人に1人程度の割合でトラブル

に巻きこまれています。本校は生徒数も少なく、

友人同士のトラブルは学校生活への影響も大き

くなって、問題が長期化する傾向にあります。 

 

 

スマホなどを通じて「直接会ったことがない人

とゲームや連絡をとりあったことがある」生徒は

全体の「約４５％」と、ほぼ半数となっています。

オンラインゲームやSNSでのやり取りなど、ネッ

トで会ったことのない人とコミュニケーション取

ることのハードルは確実に下がってきています。 

 

本校では「約１０％」の生徒が、実際に「SNS

で知り合った人と直接会ったことがある」と回答し

ています。スマホ・ケータイ安全教室や非行防止

教室でも、なりすましや性被害等、ネットで知り合

った人と直接会う危険性について学習しました。

SNS を発端とした未成年が巻き込まれる事件が

後を絶ちません。生徒を守るため、ご家庭でも確

認をお願いいたします。 


